福井市の中核市移行に伴う産業廃棄物書類の申請等について　Ｑ＆Ａ


　平成３１年４月１日に、福井市が中核市となり、福井市内の産業廃棄物行政については、福井市が所管することとなります。　そこで、福井市の中核市移行に伴って許可申請事務等の一部が改正になります。　現在福井市で廃棄物処理業を営んでいる事業者の方はもちろん、今後、福井市で廃棄物処理業を営むことを考えている事業者の方の参考となればと思い主要な点を掲示します。
[bookmark: _GoBack]　なお、このＱ＆Ａはあくまで基本的な内容を示したものであり、産業廃棄物処理業許可など、具体的な事案については、個別にご相談いただきますようお願いします。


～Ｑ＆Ａ～

Ｑ１　　中核市移行に伴うトラブル等がないよう、経過措置はあるのですか。
Ａ１　　現在福井県が行っている廃棄物処理法に関する事務のうち、福井市内の事業場等に係るものは、平成３１年４月１日より、ほぼすべて福井市に移管されます。経過措置はありません。

Ｑ２　　中核市移行時に審査中の許可申請等の取り扱いはどうなるのですか。
Ａ２　　中核市移行後に福井市長の権限となる申請等は、審査中のものを含め、そのまま福井市に引き継がれます。

Ｑ３　　既に有している産業廃棄物処理業の許可については、有効期限内であれば、期限まで、なにも手続きをしなくても有効なのですか。
Ａ３　　平成３１年４月１日以降の有効期限まで、廃棄物処理法に係る手続きがなくとも、許可内容はそのまま有効であり、特段の手続き必要ありません。

Ｑ４　　中核市移行後、福井市内と市外に施設がある処分業の更新許可はどのように行えばよいのですか。
Ａ４　　福井市内の施設については、福井市に対して更新許可申請を行ってください。福井市外の施設については、福井県に対し、福井市以外の施設に係る更新許可申請を行ってください。

Ｑ５　　福井市長の許可により許可番号が変われば、委託契約書の修正・変更は必要ですか。
Ａ５　　必要です。契約書の修正や許可証の写しの添付など、対応願います。

Ｑ６　　中核市移行後、福井市内に積み替え保管施設のある収集運搬の更新許可申請はどのように行えばよいのですか。
Ａ６　　福井市内に積替え保管施設を設置している収集運搬業者について、収集（積み降ろし）および積替えを行う区域が福井市内のみの場合は、産業廃棄物収集運搬業に係る更新許可の申請先は福井市のみになります。
また、当該収集運搬業者が、福井県内の福井市以外の区域でも収集（積み降ろし）または積替えを行う場合は、福井県および福井市の両方に対して更新許可申請を行う必要があります。

	積替え保管施設
	収集運搬（積み降ろし）の区域

	
	福井市内のみ
	県内（福井市含む）

	設置しない
	・福井市許可（積替え保管なし）
	・県許可（積替え保管なし）

	福井市内に設置
	・福井市許可（積替え保管あり）
	・福井市許可（積替え保管あり）
・県許可（積替え保管なし）
		（両方必要）

	福井市以外の県内に設置
	－
	・県許可（積替え保管あり）



Ｑ７　　電子マニフェストの許可番号の取り扱いはどのようになりますか。
Ａ７　　許可内容の変更に伴う手続きが必要です。

Ｑ８　　４月以降、県と福井市の両方に更新許可申請書や変更許可申請書を提出する場合、申請手数料は両方に支払うことになりますか。
Ａ８　　福井県と福井市に対するそれぞれの申請に対して申請手数料が必要になります。

Ｑ９　　環境アセスはこれまでどおり、福井県環境政策課が担当するのでしょうか。
Ａ９　　福井県環境影響評価条例に係る事務は福井県環境政策課から変更ありません。
ただし、廃棄物処理法第１５条第３項に規定する「周辺地域の生活環境に及ぼす影響についての調査」に関する事項については、当該許可権限者である福井県（循環社会推進課）または福井市が事務を所管することになります。

Ｑ10　　産業廃棄物管理票交付状況報告の提出先はどうなるのですか。
Ａ10　　福井市に事業場を有する事業者の産業廃棄物管理票交付状況報告は、平成３１年４月１日以降、福井市に提出してください。福井県への提出は不要です。それ以外の事業者の方は、福井県へ提出してください。

　　　
